
13 広報くにみ　2024.10

第三者委員会による

       事実関係のまとめ（抜粋）

（3）facebook メッセンジャーグループ

facebook の利用者同士が、複数の人と同時にコミュニケーションをとるための機能。LINE と近似しているが、LINE が日本国内

の利用に特化しているのに比べ、facebook メッセンジャーはビジネスや国際的なコミュニケーションに使われることが多い。

≪次のページへ続く≫

ワンテーブルと国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（以下「JAXA」という。）と

の連携による BOSAI SPACE FOOD PROJECT（防災分野における新たな事業創出を目指

すプロジェクト。以下「BSFP」という。）が始動し募集を開始。

平成 30 年 8 月

平成 31 年 3 月
国見町が BSFP に事業提案し、パートナーとして採択される。

令和元年 8月
BSFP の一環で、国見町、ワンテーブル、JAXA の共同による「キッズ防災教室」を国見小学校で開催。

令和 2年 2 月
「BSFP 報告会・戦略検討会議」を開催。国見町、ワンテーブル、JAXA、経済産業省東北経済産業局、国立健康・

栄養研究所などが参加。

令和 2年 8 月
読売新聞社と防災ゼリー（りんご味）の製造・プロモーション支援の委託契約を結ぶ。委託料 1903 万円。

国見町が「スーパー防災都市創造プロジェクト」に参加することを表明。

令和 2年 9 月
国見町議会が防災ゼリー（もも味）の事業費 1500 万円の補正予算を可決。

令和 2年 11 月
引地真町長が就任

令和 2年 12 月
9 月議会で可決された防災ゼリー（もも味）の製造委託契約をワンテーブルと結ぶ。委託料 1500 万円。

令和 3年 2 月
経済産業省の補助を受けてワンテーブルが実施した「スーパー防災都市創造プロジェクト」に北海道厚真町、

北海道余市町、宮城県亘理町、岡山県西粟倉村とともに参加。

令和 3年 4 月

内閣府は、「国見町官民コンソーシアムによる地域再生計画」及び「国見町まち・ひと・しごと創生総合戦略

計画」を認定。

令和 3年 11 月～
国見町職員がワンテーブルとの間で情報交換を行うため、facebook メッセンジャーグループ (3) を作成。

以後、メッセンジャーグループ上でワンテーブルとのやりとりが行われる。令和 4 年 1 月には、ワンテーブ

ルに助言を受けようと公募前の「プロポーザル実施要領（案）」を送信。

復興庁から事業委託を受けた株式会社日本総合研究所（東京都品川区）の担当者の紹

介で国見町職員がワンテーブルの事業報告会に参加。

平成 29 年 12 月

令和 3年 3 月
国見町議会は、国見町官民共創コンソーシアム事業の委託料 4000 万円を含む令和 3年度当初予算を可決。

国見町は BSFP のプロジェクトパートナーに応募し、防災教育の推進と地域の一次産

業の活性化を両立する備蓄品開発を提案。

平成 30 年 11 月

国見町官民共創コンソーシアム事業のプロポーザルの公募を開始。ワンテーブル 1 社から応募があり、提案

を採択し、委託契約を結ぶ。委託料 2000 万円。

令和 4年 1 月
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高
規
格
救
急
自
動
車
研
究
開
発
事
業

第
三
者
委
員
会
が
報
告
書
を
ま
と
め
る

　
国
見
町
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し
た
「
高
規
格
救
急
自
動
車
の
研
究
開

発
事
業
（
１
）
」
を
株
式
会
社
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
（
宮
城
県
多
賀
城
市
）
に
委
託
し
進
め
て
い

た
と
こ
ろ
、
株
式
会
社
河
北
新
報
社
（
宮
城
県
仙
台
市
）
が
、
こ
の
事
業
に
対
す
る
寄
付

企
業
の
課
税
逃
れ
の
可
能
性
、
仕
様
書
作
成
へ
の
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
の
関
与
の
疑
い
な
ど
に

つ
い
て
、
連
日
の
よ
う
に
報
道
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
元
社
長
の
不
適
切
な
発
言
が
報
道
さ
れ
、
元
社
長
が
そ
れ
を

認
め
た
こ
と
か
ら
、
国
見
町
は
、
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
た
と
し
て
「
国
見
町
官
民
共
創

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
業
（
２
）
」
な
ど
の
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
行
っ
た
住
民
説
明
会
に
お
い
て
、
住
民
か
ら
事
業
の
検
証
を
求
め
る
声
が
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
見
町
は
第
三
者
委
員
会
を
設
置
し
、
事
業
の
検
証
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
当
初
、
弁
護
士
1
名
、
大
学
教
授
等
2

名
の
3
名
に
よ
っ
て
委
員
会
を
発
足
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
令
和
5
年
9
月
に
突
如
、

大
学
教
授
等
の
2
名
が
辞
任
す
る
と
い
う

事
態
と
な
り
ま
し
た
。
2
名
の
辞
任
に
つ

い
て
は
、
町
に
は
「
一
身
上
の
都
合
」
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
次
の
委

員
で
調
査
・
議
論
を
行
い
、
報
告
書
を
ま
と

め
て
い
ま
す
。

委
員
長
　
　
鈴
木 

靖
裕
（
弁
護
士
）

副
委
員
長
　
藤
野 

美
都
子
（
大
学
教
授
）

委
員
　
　 

           

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島 

克
也
（
弁
護
士
）

委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
？

　
第
三
者
委
員
会
は
、
問
題
の
原
因
究
明

と
再
発
防
止
策
を
考
え
る
に
は
、
国
見
町

と
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
の
関
係
が
い
つ
か
ら
、

ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

　
次
ペ
ー
ジ
以
降
で
報
告
書
の
概
要
を
お

伝
え
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
調
査
結
果
？

（
1
）
高
規
格
救
急
自
動
車
の
研
究
開
発
事
業

寡
占
状
況
（
少
数
の
企
業
が
そ
の
市
場
の
大
部
分
を
支
配
し
て

い
る
状
態
の
こ
と
）
に
あ
る
た
め
、
海
外
と
比
較
し
て
遅
れ
を

と
っ
て
い
た
救
急
自
動
車
に
つ
い
て
、
研
究
開
発
を
行
う
事
業
。

（
2
）
国
見
町
官
民
共
創
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
業

民
間
事
業
者
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
を
国
見
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
す
た
め
に
町
と
民
間
事
業
者
と
の
共
同
体
を
結

成
す
る
事
業
。

　
第
三
者
委
員
会
と
は
、
外
部
の
有
識
者

の
み
で
構
成
さ
れ
た
委
員
会
で
す
。

　
町
が
行
っ
た
事
業
の
事
務
執
行
や
手
続

き
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に

調
査
を
実
施
し
、
問
題
点
を
分
析
し
て
再

発
防
止
策
を
提
言
す
る
委
員
会
で
す
。
あ

く
ま
で
再
発
防
止
策
を
提
言
す
る
こ
と
が

目
的
な
の
で
、
町
長
等
の
責
任
を
追
及
す

る
た
め
の
委
員
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　

　
内
部
調
査
で
陥
り
が
ち
な
、
個
人
的
な

第
三
者
委
員
会
と
は
？

視
点
や
感
情
、
政
治
的
な
思
想
、
責
任
転

嫁
な
ど
を
避
け
る
た
め
、
客
観
性
・
中
立

性
・
専
門
性
が
高
い
の
が
第
三
者
委
員
会

の
特
徴
で
、
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
独
立
し
た
立
場
の
第
三
者
で
構
成
す
る

こ
と
。

②
弁
護
士
な
ど
、
専
門
的
な
知
識
を
持
っ

た
有
識
者
を
委
員
と
す
る
こ
と
。

③
調
査
結
果
が
町
に
不
利
で
も
報
告
書
に

記
載
す
る
こ
と
。

④
報
告
書
の
提
出
前
は
、
内
容
を
町
を
は

じ
め
部
外
に
開
示
し
な
い
こ
と
。


